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一
般
社
団
法
人
全
国
空
き
家
バ
ン
ク
推

進
機
構
（
樋
渡
啓
祐
理
事
長
）
と
の
空
き

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
関
す
る
連
携
協

定
締
結
式
が
、
８
月
10
日
に
市
民
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
空
き
家
等
の
有
効

活
用
に
向
け
た
連
携
協
定
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
同
連
携
協
定
は
、
市
の
地
域
活
性
化
に

向
け
た
空
き
家
及
び
空
き
資
源
等
の
利
活

用
策
に
つ
い
て
、
民
間
主
導
の
取
り
組
み

を
実
証
す
る
こ
と
で
、
全
国
的
な
課
題
で

あ
る
空
き
家
等
の
利
活
用
策
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
構
築
し
、
そ
の
実
証
結
果
等
を

広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
て
移
住
・
定
住
の
推
進
、
関
係

人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
「
活
力
あ
る
北
秋

田
市
づ
く
り
」
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
同
機
構
が
自
治
体
と
連
携

協
定
を
結
ぶ
の
は
大
分
県
別
府
市
に
次
い

で
全
国
で
２
例
目
と
な
り
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
「
教
育
留
学

制
度
」「
企
業
研
修
」「
レ
ン
タ
ル
自
転
車

の
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
」「
商
店
街
活
性
化
」

「
生
涯
活
躍
の
場
」「
空
き
家
及
び
空
き
資

源
等
の
利
活
用
を
推
進
す
る
人
材
の
育

成
」
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
調
査
研
究
し
、
準
備
が
整
っ
た
も

の
か
ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
締
結
式
で
は
、
互
い
の
協
定
書
に
署
名

し
協
定
を
締
結
し
た
あ
と
、
は
じ
め
に
津

谷
市
長
が
「
賛
同
す
る
企
業
や
専
門
家
、

地
元
の
人
材
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
民
間

主
導
に
よ
る
持
続
可
能
性
の
あ
る
取
り
組

み
を
実
証
し
、
全
国
に
発
信
波
及
さ
せ
て

い
こ
う
と
い
う
試
み
と
し
て
期
待
を
し
て

い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
樋
渡
理
事
長
が
「
私
た
ち
の

最
大
の
強
み
は
広
報
。
一
緒
に
取
り
組
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
援
す
る
と
と
も
に
、

先
駆
的
な
取
り
組
み
や
公
民
連
携
の
新
し

い
形
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

全
国
空
き
家
バ
ン
ク
推
進
機
構
と
の
連
携
協
定
締
結
式

空
き
家
等
の
有
効
活
用
に
向
け
公
民
連
携

◇
７
月
16
日
〜
８
月
15
日

市
長
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リ
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退
任
人
権
擁
護
委
員
へ
の
感
謝
状
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
Ｊ
Ａ
Ｆ
と
の
観

光
振
興
に
関
す
る
協
定
締
結
式（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
日
沿
道
・
あ
き
た

北
空
港
〜
二
ツ
井
白
神
間
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
大
館
能
代
空
港
開
港
及
び
Ａ
Ｎ
Ａ
東
京
線
就
航
20
周
年
記
念
式
典

（
大
館
能
代
空
港
）▽
女
声
合
唱
団
る
・
そ
れ
い
ゆ
全
日
本
お
か
あ
さ

ん
コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会
出
場
報
告（
本
庁
舎
）

▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
要
望
活
動（
東
京
都
）

▽
合
川
地
区
自
治
会
長
会
議（
合
川
庁
舎
）

▽
Ａ
Ｌ
Ｔ
退
任
あ
い
さ
つ（
本
庁
舎
）▽
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
た
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
あ
き
た（
秋
田
市
）

▽
東
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
の
協
定
締
結
式（
本
庁
舎
）

▽
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
正
副
連
合
長
会
議（
秋
田
市
）

▽
各
期
成
同
盟
会
夏
期
合
同
要
望
活
動（
東
京
都
）

▽
第
68
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
北
秋
田
市
民
集
会（
文
化
会
館
）

▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議
会
定
例
会（
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
結
核
予
防
婦
人
会
表
敬
訪
問（
本
庁
舎
）▽
市
内
小
中
学

校
東
北
大
会
・
全
国
大
会
出
場
報
告（
本
庁
舎
）▽
森
吉
地
区
自
治
会

長
会 

市
長
と
の
意
見
交
換
会（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会
定
例
会（
森
吉
庁

舎
）▽
米
代
川
北
秋
田
市
合
同
船
上
巡
視（
鷹
巣
東
小
ボ
ー
ト
発
着
場
）

▽
な
か
ま
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト《
北
秋
田
市
・
国
立
市
》報
告（
本
庁

舎
）▽
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
総
会（
阿
仁
庁
舎
）

▽
台
湾
高
雄
市
政
府
訪
問
団
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン（
秋
田
市
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
立
正
大
学
剣
道
部 

表
敬
訪
問（
本
庁
舎
）

▽
第
32
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り（
阿
仁
前
田
河
川
公
園
）

▽
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
in
東
京（
東
京
都
）

▽
高
速
道
路
の
早
期
全
線
開
通
等
に
係
る
県
・
市
町
村
及
び
商
工
団

体
等
の
協
働
要
望（
東
京
都
）

▽
Ａ
Ｌ
Ｔ
新
任
あ
い
さ
つ（
本
庁
舎
）▽
全
国
空
き
家
バ
ン
ク
推
進
機

構
と
の
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
連
携
協
定
締
結
式（
市
民
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
）▽
北
秋
田
市
在
宅
複
合
型
施
設
移
管
先
選
定
委
員
会 

委
嘱
状
交
付（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
第
38
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
第
47
回
合
川
ま
と
火（
合
川
市
民
健
康
広
場
）

▽
北
秋
田
市
成
人
式（
文
化
会
館
）▽
第
62
回
市
民
盆
踊
り
大
会（
市

民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）
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　今年で連続３年目、米代川花火大会を観賞し

ました。七夕やお盆をきっかけとした各地域の

花火大会では、アメリカ人である私もしっかり

日本の夏が感じられますが、実は３年連続で観

賞している米代川花火大会の会場を訪れたのは、

その１年目だけでした。

　話が少し変わり、しかも個人の楽しみに過ぎ

ないかもしれませんが、お手持ちの「広報きた

あきた９月号」の発行とともに、我が家を新築

してから１周年を記念します。その建築の様子

を今回の写真にしてみました。地元の秋田杉を

使い、なるべくアメリカン的な外観にして、ア

メリカと秋田が合体した私らしい家だと考えら

れます。

　住所の公表

はできません

が、とにかく

花火がぎりぎ

り見える場所

です。２年目

は未完成状態

の家から観賞

して、３年目は完成した家の窓ガラス越しに…。

来年の花火大会も楽しみですが、せっかく会場

まで近い場所なので、今度は家からの観賞では

なく、会場まで歩いて行くと良いのでしょうか

ね。

「米代川花火大会」

★

　弊社では、主に陸上競技・ロードバイク・バス

ケットボールなど、様々な種目のスポーツウェア

を生産しています。そのほかにも、１着から生産

可能なオリジナルＴシャツをはじめ、オリジナル

タオルやマグカップなどといったグッズ製品にも

取り組んでいます。

SEED株式会社プリント事業部

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市材木町7-30
◆主な事業　スポーツウェアの生産
◆従業員数　69人
◆電話番号　0186‐84‐8235

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

柴田 純さん（24）

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.17

  生地に色をつける「昇華転写」と、デザイン作

成から縫製まで一貫して弊社で行っており、素早

い対応が可能となっています。各スポーツ競技で

着用してもらえるように、高い転写技術とレスポ

ンスの早い対応をしています。

若手社員
の声

若手社員
の声

オリジナルTシャツ

　スポーツが大好きで、こ

れまで様々なメーカーのス

ポーツウェアを着用してき

ました。そのスポーツウェ

アを自分でデザインし、生

地も選んで作成するのが非

常に楽しく、やりがいを感

じています。

自動裁断機

ひ
わ
た
し

シード


